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西国分寺駅北口駅前エリアの検討状況について 

 令和４年 10 月２日（日）と６日（木）に，第２回西国分寺駅北口駅前エリア

の整備の実現化に向けた意見交換会を開催しました。 

  

 

 

→整備内容の検討は順序だてて考える必要があり，駅前や周辺の整備内容とあわせて

アクセス道路も検討していく。 

 

→今後，必要規模や内容について検討していく。 

→意見交換をしながら駅前の絵姿が明らかになってから整理していく。 
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 →権利者の方々との合意形成が今後のスケジュールに大きく影響すると考えている。

また，事業手法によってもスケジュールが異なることから次回以降示していく。 

→文化は重要な視点であり，駅周辺整備においても念頭に入れながら検討して行く必

要があると思う。 

→事業手法ありきで進めるというよりは，まずは駅前のあり方を検討していきたい。

今後，事業手法については紹介させていただく。 
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→個性的な店舗，駅と住宅の距離感などの地域性を大事にするという考えは，まちづ

くり計画策定の中でも意見としてあり，その点は踏まえて行きたい。 

→今後，適宜検討段階に応じて，広く意見は聞いて行きたいと考える。 

→今現在建築物が無い空地については重々承知している。西国分寺駅が開設してから，

北口は整備されないまま宅地化が進み，十分な幅員が無い道路が多いなど防災上問

題がある。行政として，基盤整備を担っていく立場として駅前の整備が必須と認識

している。また，まちづくり計画策定時の議論でも現状の空地だけ活用した整備と

し，駅前に何もない開発を進めるという話はなかった。利便性や公共的な施設，交

通アクセス等，災害上の問題に対する整備は必須であり，それを踏まえて，駅前の

姿を更に詳細に検討して行く段階にあると考えている。 

 

→「都市の中庭」という位置づけはあるが，具体的なことは決定していない。今回の

検討エリアからは外れているが，具体に整備する際はイメージを共有しながら議論

を重ねていく必要があると考えている。 

→これまでも，シェルター設置やベビーカーが行けるようにしてほしいとの声があっ

た。緊急車両について，現状このエリアは多くの課題があるので改善に向けて検討
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して行く。 

→ケーススタディは可能性という面で示しているもので決定したものではない。今後

の検討の中で詳細に決まっていく。 

→規模的に違いがあるが，イメージは大切なご意見として検討を進めていきたい。

 


